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学会記事

第11回日本東洋医学会

関東甲信越支部新潟県部会

日時　平成14年9月8日（日）

午前10時～午後4時10分

会場　新潟市万代市民会館

6階多目的ホール

I.一般講演

1茯苓飲合半夏厚朴湯の効いた―見疾患の違う

二症例

関原芳夫

長岡赤十字病院脳神経外科

【緒言】西洋医学的には異なる症例に同じ処方

で効果のあった2症例を経験したので報告する．

〔症例1〕53歳，女性．平成13年3月，椎骨動脈

解離性動脈癌にてコイル塞栓術を行い一命をくい

止めた．しかし術後，様々のストレスから頭重，

不眠，めまい，食欲低下，易疲労感，動博などが続

いた．抗不安薬，抗鬱薬，眠剤などを投与するも

効果なし．舌診，腹診などを参考に扶苓飲合半夏

厚朴湯を投与したところ，胃症状の消失と共に訴

えも著明に軽減した．

〔症例2〕74歳，男性．平成13年12月下旬より

頭重感，嘔気，ふらつきが出現．神経学的には複

視，小脳失調が軽度認められ，椎骨脳底動脈循環

不全と考えられた．輸液と共に抗血小板剤を投与

したが，ふらつきが取れない．腹部症状の訴えか

らヒントを得，舌証，腹証を参考に揆苓飲合半夏

厚朴湯を投与した．再来時には全ての症状が消失

した．

2　乳児期アトピー性皮膚炎に対する黄耆建中湯

の使用経験

橋本謹也

こども医院はしもと

【緒言】最近食物アレルギーを基にもつ乳児期

アトピー性皮膚炎を経巌することが多い．今回，

私は消化器機能を立て直すとされる小建中湯に，

皮膚の水滞の正常化と排膿作用があるとされる黄

善が加わった黄蓄建中湯を使い，湿潤な湿疹が主

体で食物アレルギーの関与することが多い乳児期

アトピー性皮膚炎への投与効果を検討した．

【対象】平成13年1月より平成14年6月まで

に当院を受診し，黄書建中湯を処方した28例

（男児17名，女児11名）について検討した．

【結果】投与した28例中，効果あり18例，効果

なし4例，悪化2例，判定不能4例であった．効

果あり18例中8例はステロイド軟膏を使用しな

いで改善し，使用例も割りと少量の使用で改善し

た．又，皮疹の改善は湿潤やびらん面により顕著

のように思えた．

【考察】黄蓄建中湯は乳児期アトピー性皮膚炎

に有用な処方と考えられた．（悪化入院例もあり

含めて報告する．）

3　鍼通電治療，漢方薬の併用で改善をみた肩凝

り，円形脱毛症の一例

高畑與四夫

たかはた医院

症例は40歳，女性．身長165．5cm，体重

103．7Kg（＋72．2％）

【主訴】両肩凝り，後頭痛，（脱毛症）

【現病歴】15年前（25歳）より肩凝り，頭痛を

自覚していたが時々マッサージを受ける程度あっ

た．脱毛はこの頃より始まり皮膚科を何度か受診

し治療を受けたが，効果はみられずあきらめ治療

は受けなくなる．

この頃より体重増加となり，最高120Kgにな

った．平成12年10月出産した．子供を背負うも

10分もすると肩凝りが悪化して，姉の勧めで当院

を受診した．
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【現症】 高度 の 肥満体以外特 に雌学的所見に 巽

将認めず . 頭部は全体に薄く特 に 後頭部 に 目立 つ

円形脱毛掠と 認められた . 二 便正常 , 陽実症と諺

卜帆

E 経過】 両肩と後頭部 に 鍛治療し 葛根湯 エ キ ス

剤 7 .5 g X 1 4 日授与. 再診より柴胡旭竜骨牡 噺易

7 . 5 g を追加 し て 鋤治療と併用 し た. 葛根湯を 6 週

間
, 柴胡肋竜骨牡蛎渇 4 週間分 で 以後中]1:_ . 鎚治

療の み 1 - 2 週間隔 で 受診 し い る . 3 ヵ 月日頃 か

ら脱毛が少なく なり 6 ヵ 月目 に はほ ぼ正常と な っ

た .

【考察】 肩凝りの 自覚症状 が急速 に 改善 し
,
鋪の

刺激が頭皮I(IL 流改善 に 作用 し毛根部を活性さ せ た

と J

[恕われる . 漢方薬の 併)IJ が症状変化に どの 得度

寄与 し た か ば今後の 検討を要する .

4 牛車腎気丸が多愁訴に著効を示した高齢患者

の 一 例

荒木 進

荒木内牟=宝院
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,
女件 .

【慨 往暦】 憎性 関節 リ ウ マ チ ( R A) と 高I(JL 圧
,

胃 掛 /
,

E

;!; な ど で T 矧;]E よりサ ン タ ッ ク
,

ペ ル ジ ピ

ン
,

ラ シ ッ ク ス を投薬中.

E i :
_ 訴】 背部痛

,
腰痛

,
便秘

,
両下肢 の浮腫と し

びれ
, 食欲不航

【現病歴】 約 6 カ 目前よ り 大便 で 這 っ て トイ レ

に 行く以外は ベ ッ ト
_
1二 で寝 たきり状態 . R A に よ

る両 手指隈l 節 の 変形あり
,

や せ 形 , 精神状態 ( 記

帳力など) は高齢 の 割りに良好 .
B P 1 4 0/ 8 0 . 両

以は浮腫状 で 冷たく
,

足背動脈も触れな い . 両足

を ベ ッ ド下に 下げる と 2 - 3 分で チ ア ノ
ー ゼ (暗

赤色) と なる .

【束洋医学的所見】 腹部は全体 に 軟';-l弓だが庄痛

な し. 古は紅で 苔 ( - )
,

裂紋 ( ＋) . 脈は沈
, 紙

I
,jtl .

E 綻過】 H 1 3 ,1 i 9 月 8 日初回往診 . 東洋医学的

に 腎虚
,

疾血
, 水毒状態と判断 し牛車腎気丸を授

与･

. 他 に ラ ニ ザ ッ ク ( H 2 Bl o k e r) ,
ラ ジ ス ト ミ ン

Ⅰーノ ( 降]j:
:

. 剤)
,

ル ブ ラ ッ ク ( 利環剤) も併用. 1 ヵ

J] 後 に は両足 の 浮腫, 背部痛 ,
月別

I

f
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3
, 便秘がほ ぼ

消失 し食欲も で て
,
著効を示 し た.

5 補中益気湯にて 自力食事摂取可能とな っ た
-

症例

l‾い田 臭司
･

小林 豊

ゆ き ぐに 大和絵(ナ柄院和漢諺療科

症例 は 8 2 歳
,
女件.

【現病歴】 掛丙
,
高n

'

IL 圧
,
脳案栓後遺柾に て近怪

通院 E] 1
. 平成 1 2 年転倒を契機 に 寝たきり と な っ

た . 平戊 1 4 年 4 月 5 日峠吐彼 の 発熱を主訴に誤

陣性月前炎の 診断 で 当村第 一 回入院.

【綻過】 上部消化管内視鏡検査 で は逆流仕 食道

炎を認めた
. 入院時よ り

,
発語も少なく

,
自力座

位保持が不能. 仝介肋 に て 軒下食とプ ロ ト ン ポン

プ阻害薬を開始 したが
,

岨簡行獄 二 対 し て 易疲労

件で
, 食欲もなく

, 拒否的だ っ た. 間欠的 に 発熱

と低酸素血症を繰り返 し たため
,
黄蓄建中湯を試

み たが無効.

5 月 1 4 日誤幌件肺炎のi-Ii 燃 に て 入院 . 補中j,志気

渇を授与 し たと こ ろ
,

自力座位可能と なり
,

食事

を自力 で 摂取するよ う に な っ た . 発語も多く なり
,

発熱 はそ の 後も認め て い な い
.

【結語】 補中i nS 気渇 に て 精神神経活動 の 改善 が

み られると ともに
,

自力食 制 F< 取可能と なり
,
柄

剤を考える 上で興味深 いh
t

l
-i 例と考え らゎた.

¢ 華同音洲の 里を訪れて

高郷与川 大

た か は た 怯院

【緒言】 今か ら 1 9 8 年前
,
漢方薬 による全身麻酔

を開発 し乳痛手f/r.iE 二成功 し た医師 が紀州 の 出 合に

い た
. 平成 1 1 年春 , 当時 の 春林軒塾が現在 の 町の

人々 が El l 心と なり綬-)t された. 演者 ぱ寄付の 要請

に弓到司. そ の 後完成を知る , 咋咋そ の 他を訪れる

こ とが 出来て 医帥と し て の 業績 の 実際を知 る こ と

が で き た . 古洲の 手術は想惟以上 に仏範
,

多数あ

り-
-

.

:
I

;FSを報告する .

【方法】 和歌 L[J 県立 医科大学名誉教持上山英[1)1




